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本講演で話すこと

• 情報基盤を考えるうえで，情報セキュリティは重要

例 キャンパスネットワーク

• 使い方：より多様に

• BYOD等持ち込み端末（スマホなど），PC必携化

• 教職員・学生，留学生（極短期～長期），研究生，等々

• 予算：潤沢ではない

• 人員：潤沢ではない

• 世界の向こう側：様々な人，組織が活動している

• どうやって“安心安全”を実現する？

• TOPICで取り組めることはないか？



岩手大学の現状
グローカル（global＋local）

◎岩手大学は，”グローカル” を推進している

・Globalとlocalの造語

◎その一環としてグローバル化を進める

＝留学，国際研修を拡充

例：交換留学

正規外国人留学生受け入れ，

短期研修



留学生数（言語別比率） 国・地域 学生数

中 国 123
台 湾 3
韓 国 12

モンゴル 20
インドネシア 4
スリランカ 2

タ イ 10
ベトナム 10

マレーシア 7
バングラデシュ 12
インドネシア 1
パキスタン 1

ドイツ 4
フランス 3
イタリア 1
キューバ 1
ロシア 4

ウズベキスタン 1
アメリカ 3
ケニア 2

ナイジェリア 1
マラウィ 1

エチオピア 2
シエラレオネ 1

計 24か国・地域 229人

中国語圏
55%

英語圏
3%

非英中語圏
42%

図１ 2018年度岩手大学留学生内訳．
（左） 言語圏別 （右） 国別



岩手大学の現状
留学生の「質の変化」

•多様になったことの影響
•留学生の質の“ばらつき”が大きい

•英語：レベルの低下
•日本語：不十分or ゼロ

•教育（研究）のために，学内資源（ネットワー
ク，電子メール，教育用端末，LMS等）を利
用する必要性の高い学生の増加



岩手大学の現状
留学生の「質の変化」

•多様になったことの影響
•留学生の質の“ばらつき”が大きい

•英語：レベルの低下
•日本語：不十分or ゼロ

•教育（研究）のために，学内資源（ネットワー
ク，電子メール，教育用端末，LMS等）を利
用する必要性の高い学生の増加

キャンパスネットワークを利用する
→ 安心・安全のためには，

ユーザ教育が必須！



一般学生への情報セキュリティ教育
「スタートアップセミナ－」

• 本学の情報資源＊を使うためには，

教育研究用システムアカウント（アカウント）が必要

• アカウント有効化の条件

スタートアップセミナーを必ず受講（義務）

• ２種類の動画を視聴＋問題

情報倫理と情報セキュリティ （37分）

岩大情報システム・スタートアップ （20分）

未受験の場合はアカウントをロック！
* 電子メール， 無線LAN，教育用端末，セキュリティソフト，利用可能なソフト
ウェア，VPN，等．
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動画および問題（３２問）は，オリジナル．



留学生向けオンライン・
多言語情報セキュリティ教育の対象

＜基本方針＞

• 学部 に入学する留学生は，一般の学部学生とおな
じ取り扱いとする

• 大学院に入学する留学生のうち，日本語に十分に

対応できない者は，留学生向けオンライン・多言語
情報セキュリティ教育の対象者とする

• 交換留学生、研究生など非正規生は，留学生向け
オンライン・多言語情報セキュリティ教育の対象者
とする

• 受講管理：管轄の主体毎に対応部局を定める



• コンテンツは２種類

• 動画

• やさしい日本語

• 英語

• 中国語

• 問題

• やさしい日本語

• 英語

• 中国語

同じウェブ
ページに掲載

３言語を併記
した問題

留学生向けオンライン・
多言語情報セキュリティ教育の構成



留学生への周知方法

•留学生オリエンテーションで，利用の注意と

本セミナー（動画を視聴し，問題を解く）について

記した解説を配布
•動画

• やさしいにほんご，English，中文

•問題
• 80%以上で合格

• ３言語併記（やさしいにほんご，English，中文）



セキュリティ関連講習会（ウェブ）



問題（いくつか例を示す）

• 留学生向けに設置した問題

• 情報基盤センターが構築したMoodle上に設置

• ３つの言語を併記している

• 受講管理の簡便性のため

• 受講者の利便性のため



図２ ログイン画面（１）．
情報基盤センターで設置したMoodleの表示．



表示言語を切り替え可能：日本語と英語
（Moodleにインストールされている言語）

図３
ログイン画面（２）．



図４ 留学生向けのためのテスト．スタート画面．
• やさしい日本語，英語，中国語（中文）を記載．



図５ 問題の例（１） 多肢選択問題．
• やさしい日本語，英語，中国語（中文）を記載．
• 問題の形式 多肢選択問題，単一選択問題．回答後，解説等を表示．



図６ 問題の例（２） 単一選択問題．
• やさしい日本語，英語，中国語（中文）を記載．
• 問題の形式 多肢選択問題，単一選択問題．回答後，解説等を表示．



図７ 回答後
の表示．

正誤と解説が
表示される．



図８ 回答
後の表示．

正誤と解説
が表示され
る．



図９ 回答後の表示．
正誤と解説が表示される．



やさしい日本語，英語，
中国語の作成
○尾中夏美，○松岡洋子

（岩手大学教育推進機構グローバル教育センター）



留学生に対応するために

• 留学生：多様化

• 学部・大学院へ入学する正規生だけでなく，交換

留学生など非正規生もキャンパスネットワークを

利用する

• 留学生に，岩手大学（含SINET）および日本国の

ルール・規則を遵守させる必要がある

• 問題（課題） 留学生へのユーザ教育をどうすれば

よいか？問題等をどうやって作る？



既存のユーザ教育用コンテンツの問題点

日本人を想定したコンテンツ

語彙・表現が留学生には難解
例）「期日」→日本語能力試験上級レベル語彙

暗黙のうちに，日本人の背景（社会・文化的
背景）を前提にしている

例）情報セキュリティが十分ではないと，他の人に迷惑を

かけてしまうことにもなりかねません．

→迷惑をかけるとは？



留学生のための対応

• 言語が異なっても理解できる

• 社会・文化的背景が異なって
も理解できる

• 言語が異なっても理解できる

• 社会・文化的背景が異なって
も理解できる

• やさしいことば
• 複数言語
• やさしいことば
• 複数言語

やさしい日本語
Easy English
中国語

やるべきこと、
してはいけない
ことを明確に表現



誰が，留学生向けコンテンツを作るのか？
（組織の壁等）

• 情報基盤センター

• 情報基盤は専門

• 言語に関することは対応できない

• グローバル教育センター・国際課

• 言語・習慣に関する事は対応できる

• 情報に関することは対応できない

•双方が協力して，対応する必要性



留学生向けコンテンツ
（１） 作成した言語，順番
• 既存の日本語版

一般的な日本語．難しい語彙・熟語を含む

• やさしい日本語

日本語能力試験

Ｎ３，４程度

• Easy English
英検３級程度

• 中国語（母語）

言語の選択理由
• 本学に多くいる言語圏
• 英語はある程度理解できる

やさしい日本語の必要性
• 専門家が作ったものは，精緻な

ため，語彙・表現が難解
• 社会・文化的な背景への配慮
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• 本学に多くいる言語圏
• 英語はある程度理解できる

やさしい日本語の必要性
• 専門家が作ったものは，精緻な

ため，語彙・表現が難解
• 社会・文化的な背景への配慮



留学生向けコンテンツ
（２） 内容 社会・文化を越えて
• 社会・文化的な背景に依存した内容は伝わらない！

• 常識，モラルは，社会・文化的な背景に基づく

「他の人に迷惑を掛けない」≒「お天道様が見ている」
という感覚は，日本人に特有のもの

• 判断基準を示すことが難しい

• 二元論的な記述にしないと理解されない

法律違反だからダメ！ ルール違反だからダメ！
貴方が不利益を被る（危険になる）からダメ！
法律違反だからダメ！ ルール違反だからダメ！
貴方が不利益を被る（危険になる）からダメ！



留学生向けコンテンツ（３） 内容 言語能力を越えて

• 留学生の増加とともに，言語能力（日本語・英語）の
“幅”が広がっている

• やさしい日本語は，日本語教育担当教員（松岡）が，
留学生の言語理解力を踏まえて作成
• 一般学生向けの内容を取捨選択

• 日本語の難易度を考えて，表現・内容を修正

• 英語は，英語教育専門教員（尾中）が，留学生の言語
理解力を踏まえて作成
• やさしい日本語に基づいて作成

• 英検３級程度の，やさしい英語で表現

• 中国語は，やさしい日本語・英語を見つつ，母語が中
国人の職員が翻訳



例１）やさしい日本語へ変換例

（変換前）

このセミナーの中で，パンフレットの内容に基づいた
問題を出します．忘れずに解答票に記入して提出し
てください

（変換後）

あとで、この内容についてのクイズがありますので、
必ず答えてください。



Password is very important!

One carelessness will endanger Iwate University!

• You should never tell others your password.

• If there is possibility that your password has leaked, 
change it promptly.

• Strength of password.

• Read literature and ISIC's security pamphlet on how to 
choose strong passwords.

• Password reuse is prohibited!

• Do not use the same password for multiple services.

• Be careful of mail asking for password input.

• If it is a fake site, your password is stolen.
31

例２）原版の英語訳からの変換



やさしい日本語 EasyEnglish



情報基盤センター

情報セキュリティ
の専門知識

提供

グローバル教育
センター

異言語・異文化への
対処方法提供

幅広い留学生が
理解できる

コンテンツの成立

組織の壁を超えた共同作業の効果



◎情報のアップデートが常に必要（手がかかる）

◎入門編としては耐えられるレベルだが，詳細情報

は伝えられない

◎協働をどのようにはじめ，継続させるか

・相互の知識・常識のすり合わせ

・職務としての認識の共有

残された課題



まとめ と 提案
○川村 暁（元・岩手大学情報基盤センター．現：盛岡大学）

○尾中夏美，松岡洋子（岩手大学教育推進機構グローバル教育
センター）

中西貴裕（岩手大学情報基盤センター）



まとめ

• 留学生向けオンライン・多言語情報セキュリティ

教育を構築

• 留学生が理解出来るように配慮

• 社会・文化的背景に配慮

• 複数言語化：やさしい日本語，英語，中国語

•この取り組みは，複数の部局が協調・共同
して実現できた



提案

•留学生の多様化に対応するためには，

一組織（大学）では厳しい

•提案
•このcontents（問題）を，TOPICの共有材
としてはどうか？



提案 TOPICの共有材としての留学
生向け情報セキュリティ教材（仮称）
• TOPIC加盟校は，このcontents*を利用可能

• TOPIC加盟校に限る

• どこかでソースツリーを一元管理する

• ソースツリーには，TOPIC加盟校はアクセス出来る

• 公開しても良い（した方が良い）問題等を作成した
場合は，ソースツリーに問題等を追加する

• 他の言語へ翻訳した場合は，ソースツリーに追記
する（大歓迎です）

• できるだけ，共有材へのフリーライドはしない

* contents＝問題．動画は該当しない．
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